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ＣＩＡＪ情報家電ネットワークタスクフォース報告書 

２００５年１０月１４日 

 

Ⅰ 次世代情報家電の検討範囲 

  

 CIAJ においては、具体的なシステムの提案募集に対して応募があったシステム

のうち、主な利用シーンが 5 に該当するシステムについて、詳細に検討し、電波政

策ビジョン（平成 15 年 7 月情報通信審議会答申）および周波数再編方針（平成 15

年 10 月総務省公表）を踏まえた上で、5～10 年を展望してニーズの成長予測、望

ましい周波数帯、周波数幅及び導入時期の検討を行った。 

 

【次世代情報家電の取り扱い範囲】 

・利用シーン 5 

近距離にある無線機器同士が自動的に最適なネットワークを構築し、利用者

が機器同士の通信を意識することなくこれを利用。 

（提供サービスの形態） 

近傍、室内および宅内の限られたエリアで家電製品やＡＶ機器等の機器間通

信 に利 用 されるもの。ポータブル家 電 とＡＶ機 器 などの近 距 離 のワイヤレス

化。 

 

資料８－５
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Ⅱ 次世代情報家電の視点と利用シーンとの関係 

 

１ 情報家電の視点（基本的な考え方） 

今後のブロードバンド社会、ユビキタス社会が進展する過程において、情報家電

はネットワークにより相互接続され、家庭内での様々なシーンで利活用されることに

より、多くの革新的なサービスを提供することが期待されている。また、2010 年にお

ける主要なネットワーク対応の情報家電関連市場は約 11 兆円規模まで成長する

と想定されている1。 

この情報家電ネットワークは多数の機器と接続され、様々な情報を様々な場所

から伝送するための方 式が検 討されているが、新規配 線 が不要であることや、機

器設置の自由度などの観点から無線で簡便に接続できることが望ましい。そのた

めには、以下の視点が必要である。 

（１） ＰＣなどのＩＰ機器とのネットワークレベルでの相互接続性 

（２） 映像などのデジタルコンテンツを機器間で共用するためのアプリケーショ

ンレベルでの相互接続性 

（３） 今後の普及が期待される高品位（ＨＤ）映像ストリーミングにおけるＱｏＳ

保証の標準化 

 

 

2 利用イメージ 

利用シーン５に該当する無線を利用した次世代情報家電の利用イメージを想定

し、具体的 なユースケースをＣＩＡＪタスクフォースメンバー企業を対象にアンケート

調査を行い検討した。その結果、無線を利用した次世代情報家電の利用空間とし

ては 2010 年頃を想定すると室内、近傍、宅内の各々で表Ⅱ－１に示す１５種類の

代表的なユースケースを抽出することができた。これによれば典型的な利用用途と

して蓄積系映像または放送系映像の室内での短距離無線伝送のユースケースを

はじめ、これから新たな利用用途が期待されるホームサーバなどのサーバ系中高

画質映像の室内または宅内での無線伝送のユースケース、またはリビング空間な

どでホームシアターに代表されるＡＶクラスタ内の機器間無線接続用途における近

傍無線伝送のユースケースなどを、高速広帯域ＡＶ信号の無線伝送の具体例とし

て挙げることができた。 なお中低速情報の無線伝送のユースケースとしては、現

在広く普及しつつあるインターネットを経由した PC モデム系、白物等の制御系また

はインターネット経由での車載端末などへのファイル転送系などの普及も想定し検

討を行った。 

 

 

                                               
1 「デジタル情報家電のネットワーク化に関する調査研究会報告書」（平成 16 年 8 月）総務省 
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表Ⅱ―１  ユースケースと利用イメージ 

No. ユースケース カバレッジ※ 機器接続（例） 

UC01 蓄積映像 室内 ﾚｺｰﾀﾞｰ→ＴＶ/ＰＣ 

UC02 放送映像 室内 ﾁｭｰﾅｰ→ﾚｺｰﾀﾞ/ＰＣ 

UC03 ポータブル映像蓄積 近傍 ｶﾑｺｰﾀﾞ→ﾚｺｰﾀﾞ 

UC04 ポータブル映像表示 近傍 ｶﾑｺｰﾀﾞ→ＴＶ 

TV/PC→ﾌﾟﾘﾝﾀ 

UC05 据置オーディオ 室内 ｱﾝﾌﾟ/HDD→ｽﾋﾟｰｶ 

UC06 サーバ系中高画質 室内、宅内 ﾎｰﾑｻｰﾊﾞ/PC→TV 

UC07 映像監視 室内 ｶﾒﾗ/ﾏｲｸ→ﾓﾆﾀ 

UC08 宅内外部連携 近傍、宅内 機器ﾘﾓｺﾝ 

UC09 宅内監視 宅内 ｶﾒﾗ/ﾄﾞｱﾎﾝ→TV/携帯 

UC10 ホームシアタ 近傍 AV 機器ｸﾗｽﾀ 

UC11 ポータブルオーディオ 近傍 ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙｵｰﾃﾞｨｵ→ﾍｯﾄﾞﾎ

ﾝ 

UC12 AV ゲーム系/対戦ゲーム 宅内 

（ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ経由） 

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ→ｹﾞｰﾑ機→PC 

UC13 PC モデム系/VideoChat 宅内 

（ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ経由） 

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ→PC 

UC14 白物制御 宅内 TV⇔HGW⇔照明 

ｴｱｺﾝ⇔ﾎｯﾄｶｰﾍﾟｯﾄ 

UC15 車載系/音楽、ファイル転送 宅内 

（ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ経由） 

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ、PC、ｻｰﾊﾞ→車

載端末 

※ 近傍：１ｍ程度、室内：１ｍ～数ｍ程度、宅内：数メートル～十数ｍ程度 

 

 

上記ユースケースを大容量とストリーミングの観点から整理し、家庭内での主な

用途として「映像機器の端子間接続の用途」、「映像を主体とした用途」、「音楽を

主体とした用途」、「サーバを主体とした用途」の４つに集約した。 
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（１） 映像機器の端子間接続の用途 

・ＡＶラックに設置、または据置型ＡＶ機器を重ねた形態のＡＶクラスタにおい

て、各ＡＶ機器のＡＶ端子間を無線で接続する用途である。 

・煩雑になりやすい接続作業をだれにでも簡単にかつ自律的に接続する機

能は、情報家電機器に必須である。 

（２） 映像を主体とした用途 

・部屋内でのレイアウトがあらかじめ決められた AV 機器相互間で映像の 

 信号を無線伝送する用途がある。 

・さらに、外でビデオカメラで取った映像を、リビングに持ち込み、TV に迫力

ある綺麗な画面を表示する等のポータブル機器と TV 等の無線接続も想

定される。 

・これらは、デジタル放送やブロードバンド放送の普及に伴い、今後、HD 

 （高品位）映像が主流になると考えられる。HD 映像は、符号化方式により  

 8Mb/s～24Mb/s 程度となる。 

・映像を TV に表示しながら別の番組をチューナからサーバに蓄積したり、 

 放送系映像を視聴しながらブロードバンド放送の映像をサーバに蓄積す 

 るなどが考えられ、同時に２本の映像を流すユースケースが想定される。 
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（３） 音楽を主体とした用途 

・オーディオ信号源（オーディオ機器、テレビ等）とスピーカとの間で音楽信 

 号の無線伝送を提供する用途である。 

・現在インターネットを利用したポータブルオーディオ向けの音楽配信サービ 

 スが普及している。今後、ポータブルオーディオだけでなく、Hi-Fi オーディ 

 オを対象とした高品位音楽を家庭でもネットワーク経由で利用することが 

 考えられる。必要とされるビットレートは音楽の利用機器の特性に依存し、            

ポータブルオーディオを対象とした数百 kb/s から Hi-Fi オーディオ（リニア

PCM を用いた高品位な５．１チャネル音楽）では約 9Mb/s まで様々である。 

 

（４） サーバを主体とした統合用途 

・映像と音楽の統合的な用途であり、サーバに記憶された映像／音声コン 

 テンツをモニタまたはテレビ、オーディオ装置に無線伝送し、端末側で鑑賞 

 する用途である。 

 

3 次世代情報家電機器需要予測と無線搭載率 

情報家電の今後の需要を検討するためには、以下の社会的な動向や情報家

電の特性、無線ネットワークの進展などを踏まえて検討した。 

(ア) 地上デジタル推進全国会議の普及目標 

デジタル放送受信機（含むＳＴＢ、ＤＶＤ／ＨＤＤ）は、２０１１年初頭には

全世帯（４，８００万世帯、１億台）の普及をめざす。 

(イ) u-Ｊapan 政策の目標 

２０１０年までに国民の１００％が高速または超高速での通信サービス

を利用することが可能になる。 

(ウ) ＰＣの無線ネットワーク接続は順調に推移 

２００４年ブロードバンド利用世帯の１０％が無線ＬＡＮを使用している。 

(エ) 家電の買い替えサイクルを考慮 

 ２０１０年に出荷される情報家電には、２０１５年以降の使用を想定した

無線機能搭載が前提となる。 

(オ) ネットワークモジュールの低価格化による標準搭載が進展 

２０１５年には無線ネットワークモジュールが標準装備され、標準ネット 

ワークモジュールの１つとしてデファクトスタンダードとなる。 

 

 上記政策的観点、無線 LAN の普及予測と技術的観点を踏まえ、２０１０年と２０１５

年の代表的な情報家電機器の需要及びと無線ネットワークモジュールが搭載される

無線搭載率を予測した。 
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Ⅲ 想定されるシステムおよび導入シナリオ 

 

１ 想定されるシステムの要件 

情報家電として、前述の基本的視点や利用シーンを前提に、情報家電のネットワー

クシステムとしての要件は、 

①高品位（ＨＤ）映像ストリーミングを行うのに十分な伝送帯域とＱｏＳ保証のしくみを

確立できること。 

②ＡＶ機器が、ＰＣなどのＩＰ機器やモバイル機器等（含む車載機器）とネットワークレベ

ルでの相互接続性が世界中の家庭で確保できるしくみであること。 

③家庭でも簡単に導入することができるように、操作が容易であり、初期設定、機器の追

加、削除、メンテナンス等が簡単に行えること。 

④他人がデータを受信しても解読できないような秘匿機能をもち、著作権保護が適正に

行え、機器が悪意ある第３者にコントロールされず、個人情報が保たれるようなセキュ

アなネットワーク環境が提供可能であること。 

⑤映像などのデジタルコンテンツを機器間で共用するアプリケーションレベルのしくみ

として、現在検討中の標準（例えば DLNA2）との間で親和性があること 

 などとなる。 

 

以上の要件から、情報家電の無線システムとしては、IEEE802.11a/e,n をベースに

検討するのが適切であると判断した。 

 

２ 機器の普及からみた家庭内での最大 HD ストリーム数 

 

 日本の代表的な部屋構成である３LDK を想定し、映像、音楽などのコンテンツを

無線伝送するために必要な HD ストリーム数 3を算出した。リビングと個室では設置

される機器や利用するコンテンツの情報量が異なるため、それぞれについて検討し

た。なお、算出において機器間の無線通信は無線アクセスポイント経由ではなく、

機器間（P2P）で直接通信するものとして算出した。 

（１） リビングでの利用 

 リビングにはデジタル TV、DVD/HDD などのサーバ機器、PC などが設置さ

れ、家族で映像や音楽、インターネットアクセスなどを楽しむことが考えられ

る。用途としては地上デジタル放送、衛星デジタル放送などのＨＤ映像の視

聴を行いながらブロードバンド放送をサーバなどに録画することが考えられ、

この映像用途で HD ストリームが２本必要となる。同時に高品位オーディオ

の再生・録音やブロードバンド放送を PC やオーディオ機器で楽しむことが考

                                               
2 DLNA: DLNA（Digital Living Network Alliance）：デジタル時代の相互接続性を実現させるための標

準化活動を推進している団体 
3 HD ストリーム：HD 映像のストリーム伝送に必要な帯域と QoS 特性を持つトラヒック 
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えられ映像用途以外に１本の HD ストリームが必要となる。つまり、リビング

では映像用途に２本、映像用途以外に 1 本の HD ストリームが必要となり、

合計ＨＤストリームは３本必要となる。 

（２） 個室での利用 

 個室では、個室に設置された PC や TV により一人で、インターネットアクセ

スや、リビングのサーバに蓄積された映像や音声を楽しむことが考えられ、

ＨＤストリーム１本を利用することとし、同時に他の機器を使用することはな

いと想定した。 

（３） 一世帯での利用 

 ３LDK の部屋構成では、リビング 1 部屋で３本、個室３部屋で３本の HD ス

トリームが必要となり、一世帯で必要となるＨＤストリーム数は合計６本とな

る。 

 

 

３ 無線の干渉数と世帯人数構成から算出した最大実効ＨＤストリーム数 

 

次世代情報家電無線システムで必要となる最大ＨＤストリーム数は、情報家電機

器の普及台数や、家庭で利用される映像や音楽のストリームの本数、またそれらが

同時に利用される確率（利用率）、映像や音声のストリームを伝送するための無線の

干渉など様々な要因により変化するが、本項では日本の標準的な世帯を想定してシ

ステムで必要となる最大ＨＤストリーム数を算出した。 

 システム全体で必要となる最大ＨＤストリーム数は、 

   一世帯の最大ＨＤストリーム数×利用率×干渉数 

 により算出する。 
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（１）世帯構成人数を考慮した一世帯の最大ＨＤストリーム数 

 一世帯の構成人数は世帯ごとに異なるため、世帯ごとに利用する HD ストリーム

数は異なる。そこで、情 報家 電の用途や利 用場 所を考 慮して世 帯 人数 別に利用

する HD ストリーム数を検討し、日本の平均的な構成人数の世帯における最大ＨＤ

ストリーム数を算出する。 

  

・世帯人別の最大ＨＤストリーム数 

 一人世帯では、ＨＤ映像のストリーム再生を行いながら、同時に別の番組録画を

別のストリームで行う場合が最大のストリーム数であり、最大ＨＤストリーム数は 2

本となる。利用場所の観点からは一人の利用者がリビングにいるときの最大 HD ス

トリーム数と同じである。 

 二人世帯では、一人がリビングで高品位映像の再生と録画（２本の HD ストリー

ム）を行い、もう一人が個室またはリビングで PC のブロードバンド放送の視聴また

はインターネットアクセス（１本の HD ストリーム）を行っているときが最大ＨＤストリー

ム数となり、３本となる。 

 同様に三人世帯では４本、四人世帯では５本が最大ＨＤストリーム数となる。 

五人以上の世帯では、部屋数と機器の数の制限から最大ＨＤストリーム数は 6 本

となる。 

・日本の平均的な構成人数の世帯における最大ＨＤストリーム数 
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 我が国の平均世帯人数は、日本の世帯の将来推計によると 2010 年に 2.49 人、

2015 年に 2.45 人と若干減少するが、2003 年度とほぼ同等（世帯人数は今後も変

化しない）と仮定し、2003 年度の世帯人数の構成割合を用いて最大ＨＤストリーム

数を算出する。 

 

 平均的な一世帯の最大ＨＤストリーム数は、人数別の世帯の利用する最大ＨＤス

トリーム数に構成割合を掛け、この値をすべての世帯で合計すると算出できる。 

 つまり、 

   五 人 以 上 の世 帯 

     Σ（世帯人数ごとの最大ＨＤストリーム数×構成割合） 

     一 人 世 帯  

より算出でき、表Ⅲ－１に示すとおり、平均的一世帯の最大ＨＤストリーム数は、 

３．６８本となる。 

表Ⅲ―１  平均的世帯人数構成の最大ＨＤｽﾄﾘｰﾑ数 

世 帯 最大ＨＤｽﾄﾘｰﾑ数 構成割合(%) 世帯ごとのｽﾄﾘｰﾐﾝｸﾞ数 

一人世帯 2 23.3 0.47 

二人世帯 3 27.1 0.81 

三人世帯 4 19.5 0.78 

四人世帯 5 18.2 0.91 

五人以上の世帯 6 11.8 0.71 

平均的一世帯の最大ＨＤストリーム数 3.68 
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（２）利用率 

 様々な情報家電機器が同時に利用される確率である利用率は、テレビの視聴

率が最も高いゴールデンタイムに最も高くなると考えられる。テレビ最高視聴率

は８０％程度であり、インターネットアクセスも同時間帯にピークを迎えるため、こ

の値を８０％とした。 

 

（３）干渉数 

 「電波政策ビジョン」の定量的な周波数需要予測結果に記載されている高 速

無線リンクの考え方に基づき、干渉数は９とした。 

 

（４）システムで必要となる最大ＨＤストリーム数 

上記検討によりシステムで必要となる最大ＨＤストリーム数は、 

    一世帯のストリーミング数×利用率×干渉数 

    ＝３．６８×０．８×９ 

    ≒２７本  

   となる。 
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４ 想定されるシステム性能と検討課題 

 

   情報家電の無線システムでは、家庭内に設置される情報家電機器の設置場所

を特定できないこと、情報家電機器を設置するラックや部屋間の壁などの電波障

害物が様々な場所にあることなどから、室内・宅内の映像や音楽のストリーミング

に必要な QoS を確保できない可能性がある。具体的には、無線レイヤで 100Mb/s

以上の通信速度が得られると考えられている IEEE802.11n でも室内･宅内での通

信において電波障害物による信号の減衰/マルチパスなどの影響により、場合によ

ってはスループットが低下して、HD ストリームの QoS を保証できない場合も想定さ

れる。そのため、ワーストケースを考慮して QoS を確保するためにストリーム１本に

対して無線 LAN１チャネルを割り当てると仮定した場合は、システムで必要となる

最大 HD ストリーム数は 27 であることから、無線 LAN は 27 チャネル必要となる。そ

の場合では無線 LAN の１チャネルは、20MHｚ幅であるため、27×20MHｚ＝540MHz

必要となる。なお、本検討は情報家電機器間で直接無線通信する P2P 通信方式

で検討した。無線 LAN での P2P 利用についても今後の検討課題としている。 

  また、一方では無線 LAN 高速化技術である MIMO4、さらに映像符号化技術

（H.264 など）の更なる進化により、無線 LAN１チャネルで複数ストリーム伝送が実

現できる可能性や、無線通信の指向性を実現する AAA5技術で無線通信で発生す

る干渉数を少なくすることで、より狭い最大周波数帯域幅となる可能性も否定でき

ない。 

それ故、これらの技術の進展や詳細な技術検討、実証実験等を踏まえ、必要と

なる周波数帯域幅および導入シナリオ仮説に沿ってその周波数帯の導入時期を

検討する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

                                               
4 MINO(Multi Input Multi Output): 送信側と受信側の双方に複数のアンテナを設置し複

数の電波伝搬経路を用意することにより広帯域化と通信品質の向上を図る技術 
5 AAA(Adaptive Array Antenna):指向性を適応的に制御し、所望の方向の特性を向上

させるアンテナ 



 - 13 - 

５ 2010 年と 2015 年に想定されるシステムの導入シナリオ 

 

   情報家電無線システムは、システム要件で述べたとおり、無線方式として５ＧＨｚ

帯無線ＬＡＮを採用する。 

２００５年度時点では、PC で録画した放送番組を TV に表示するために、無線

LAN アダプタ等が市場にでてきている。また、無線 LAN 搭載の TV も出てきつつあ

る。このように、PC と TV とを無線 LAN で接続するような動きも出てきている。 

 この動きの進展に伴い、2010 年は、ＷＲＣ－０３で規定された無線 LAN のチャネ

ル（現在利用可能な 5.15GHz～5.35GHz の８チャネルと、今後利用可能となること

が予想される 5.47GHz～5.725GHz の１１チャネルの合計１９チャネル）が利用され、

現在の無線 LAN 技術をベースとした機器が普及してゆく。用途的には情報家電と

PC 間で映像の視聴がかなり普及すると想定される。 

 2015 年には情報家電の普及に伴い HD ストリーム 27 本が必要になると想定され

る。前項で検討したとおり HD ストリーム１本で無線１チャネルを使用すると仮定する

と情報家電用途はで２７チャネル必要となり、不足する無線チャネルは８チャネルと

なる。２０１５年にはより高速な無線 LAN 方式も市場で普及していると想定される。 

 従って、技術動向と国際的な周波数再編動向を踏まえてチャネル数を検討する

ことが必要と考える。 
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６ 「ワイヤレスブロードバンドに関する基本的な視点」との整合性 

（１） ユーザの視点 

 複雑な配線の手間からユーザは解放され、機器を設置するだけで接続が可

能となるため、様々な機器が連携するサービスを簡単・便利に享受することが

可能となる。そのためにはユーザの介在なしに接続が可能となる機器間インタ

フェースとユーザインタフェースの標準化を強力に推進する必要がある。 

（２） 産業の視点 

 PC などの IT 産業と、TV などの民生機器が相互に接続することにより、従来

にない革新的なサービスが生まれ、双方の業界における相乗効果により市場

拡大が期待される。 

（３） 技術革新の視点 

 ユーザの視点でもふれたが、人の介在なく機器間を接続する技術や、民生

機器特有のわかりやすく、誰でも簡単な操作で様々なサービス実現するユー

ザインタフェース技術を開発し、国際競争力をつけることが重要である。 

（４） 公共性の視点 

 情報家電は個々人の家庭生活を充実させるための基盤となるものであり、

公共性は強い。そのため、機器メーカ独自仕様ではなく、複数の機器メーカの

共通の仕様に基づいて低コストで実現できることが望ましい。 

（５） セキュリティの視点 

 無線 LAN レベルのセキュリティに加えて、映像や音楽のコンテンツに関する

アプリケーションレベルなど、様々なレベルでのセキュリティを担保することが重

要である。 

（６） 電波の有効利用の視点 

 情報家電は映像や音楽などの AV データを扱うため広帯域であるが、電波

の有効利用を図るため、他システムとの周波数共用を念頭におき検討を行っ

ている。 
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Ⅳ 望ましい周波数帯及び導入時期 

 

１ 望ましい周波数帯 

 2015 年にはサーバとして PC が利用されることや、インターネット経由の HD 映像が

PC に蓄積されデジタル TV で視聴されるユースケースも想定され、PC と情報家電と

の相互利用により普及が進むと考えられる。この PC との情報家電の相互接続性を

考慮すると、無線 LAN による接続は必須であり、国際的な合意に基づく５GHｚ帯での

周波数割り当てにすべきである。また、現状の５GHz 帯は様々なシステムが存在して

おり、周波数の有効利用の観点から情報家電は情報家電以外のシステムとの周波

数共用での実現が望ましい。 

 

２ 周波数需要予測と導入時期についての考え方 

 グローバルレベルで無線 LAN の普及と映像伝送が PC を中心に進み、それと並行し

て情報家電の利用が付加される形態での普及が想定される。それに伴い、HD 映像

ストリーミングも増大し、2015 年には最大 HD ストリーム数は２７必要となり、このストリ

ーム数を提供できる無線チャネル数（周波数幅）が必要となる。無線 LAN の高速化

技術の進展や映像符号化技術の進展を考えると、無線１チャネルで提供できる最大

HD ストリームは１本以上となる可能性もあり、これらの技術の進展を踏まえた上で必

要となる周波数幅を検討する必要がある。 

  

３ 割り当ての周波数帯の利用に当たり考慮すべき事項 

 標準的な情報家電の買い換えサイクルは７～８年であり 2008 年ごろに製造された

機器は 2015 年にも利用されている可能性がある。また、５Ｇ無線 LAN の高速化及び

新映像符号化の動向も明確化になる見込みである。従ってその頃の国際的な電波

利用の方向性と技術開発動向を踏まえた上で 2008 年ごろに情報家電で必要とする

周波数帯と周波数幅を再度検討する必要がある。 

 

 


